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論 文 名

試論 『正法眼蔵』 における仏道 の

大系⇔

雛僧教育 にお ける生活規範 につ い
て

偏正五位曹 山逐位頒 の解釈

『正法眼蔵抄』 にお ける山河大地
につ いて(→

『正法眼蔵』 と 『正法眼蔵聴書』⑳
一遍参の解釈 について一

『永平広録』におけ る山河大地 に
ついて

『正法眼蔵』におけ る尽 の思 想⑳
一 特に未尽について一

『永平広録』におけ る踏 壁瓦礫 に
ついて

大 乗五方便の諸本について一 文献
の変 遷に見 る北 宗思想の展開一

鳩摩羅什 の仏教思 想一妙法 と実相
一休 宗純 の罪報観 一『自戒集』 を

中心に一

「動 中の工夫」 につい て

『修証i義』 の構成 と宗義

道元 の霊性批判一鈴木大拙 の霊性
と関連 して一

頓悟漸修 と本証妙修

道元禅 師の在家者 に対 する説示 に
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定例講演会 禅 について

『正 法眼蔵』 の業論 と 『伝光録』『修証義
』 の業論

『麗居士詩』 と麗居士
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玄沙の臨済批判
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楊岐方会における夢と覚について

禅仏教思想と経営管理の本質
西田幾太郎の思想における「純粋
経験」と言葉の問題(英 文)
純粋経験と自覚と場所
安禅制毒竜考一王維の仏教詩にお
ける実践性について一

荷沢神会の人と思想
『正法眼蔵』と『修証義』のあい
だ
道元 禅師の世界観

臨済禅をめ ぐる断想(6～9)

禅 と無我

道元禅 師の授記思想 をめ ぐって

道元禅 師 と聖 ボナヴ ェソ トゥラに
おけ る智 恵一比較思想的研究一

白隠の身心論

宗教 と倫理 の関係 の問題一絶対無
の視点 において一

三時業 について一特 に道元禅 師 と
『修証義 』における一
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ク神学 の観点 か ら一

西 田におけ る回心 の論理 と事例
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行仏威儀 について

敦煙壇経 の随想 一 その反省 と展
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無上心」 の構造比較
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修証義 の構成 と現代的意義
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一個側面一

禅 とクェー カー教

究 と発菩提心

法爾 との関わ り一

宗門におけ る法華経 の研究

伝 光録 と正法眼蔵

闘一

場

『修 証義』の問題 点

三 時業説 批判 ㊤

三時業説批判的

『正法眼蔵』の思想的研究一「八
九成」 について一

白隠 と女性

白隠慧 鶴 の 「偏 正 秘 奥」理 解 と
「隻手音声」 公案

雲門胡餅

『修証義』 の構造 と解釈か らみ た"帰依 ・受戒"の 意義

雲門禅への断簡

鈴木大拙の原 風景(6～9)
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禅学研究69
前田専学博士還暦記念
論集 我の思想
塩入良道先生追悼論文
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道元禅師 と叡山教学(3)一道元 の只
管打坐 と即心是仏の一如的展開一
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法如 派について

濡仰 宗の盛衰㈲

濡山教団の動 向について一福 州大

安の 「真身記」の紹介に因んで

語録の形 成一 雲門広録の歴 史的考
察(英 文)

白居易の仏教詩について一 信仰の
方向性 をめ ぐって一

神会没後 の南北 両宗

胡適 『荷沢大師神会伝』㈲

『問答雑徴i義』考

白居易 と道林禅師 との問題 につい
て

白蛇伝 と禅宗一杭 州寧波間の文化

交流 につい て一

中国古塔踏査記一陳西省の現況一
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桐 谷 征 一

古 田 島 洋 介

公 庄 博

佐 久 間 賢 祐

佐 藤 悦 成

佐 藤 秀 孝

財 津 永 次

里 道 徳 雄

里 道 徳 雄

椎 名 宏 雄

鈴 木 哲 雄i

禅語録研究会

田 中 良 昭

田 中 良 昭
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張聖厳 ・葛谷登訳

齢

之

鋭

政井

都

永

永 井 政 之

永 井 政 之

野 口 善 敬
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野 沢 佳 美

長 谷 部 幽 漢

平 田 精 耕

『大乗無生方便門』の諸本成立に
ついて

禅の山河

石版金剛経と出版の起源

豊干饒舌一寒山拾得新注余話一

「河嶽英霊集」編集年代について

『日用清規』の研究←1

中国寺院遺跡 に関す る調査 報告
(陳西省)

南宋末曹洞 禅僧列伝(匂

宋 元の書 と墨蹟

高 僧伝物語(4)

婆子考一 禅宗におけ る女性一

明代の大蔵経 と古禅籍

陳西地方 における禅宗 の展 開一唐
・五代一(資 料)

『碧巌録 』第二則訳注

敦煙本 『六祖壇経』諸本 の研究一
特 に新 出の北京本 の紹 介一

北京本 『六祖壇経』 につい て

校注和訳 「薪州忍和上導凡趣聖悟
解脱宗修心要論」

宋代の喫茶 と茶 薬

明末の居士仏教(抄)

明末中国の禅宗人物及 びその特色
(抄)上 ・下

明朝初年出使西域僧宗の事蹟補考

紹関大鑑寺考一紹州大梵寺 との関
係 をめ ぐって一

中 国仏教成立 の一側面一万廻信仰
をめ ぐって一

東沢潟 『禅海翻瀾』(訳 注)一 下一

『宗範』にっいて一 明末 清初僧諄
覚書⇔ 一

明初 の洪 武南蔵にっいて一 呂澄 氏
の南蔵初刻考を通 して一

明清時代におけ る禅律両宗弘化の
動 向

大 慧の書(翰 集)を 読む(3～6)
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月刊百科

比較文学研究

禅文化研究所紀要

羅 套鞍 学院仏教学245
610

3446

60

175

駒沢大学大学院仏教学
研究会年報
愛知学院大学禅研究所
紀要
駒沢大学仏教学部論集
博多禅一日本禅文化の
発生と展開
禅文化142
東洋大学文学部紀要(

印哲・中哲)
駒沢大学仏教学部論集

宗学研究33

禅文化研究所紀要17

松ケ岡文庫研究年報

宗学研究33

駒沢大学禅研究所年報2

史窃48

一橋研究

一橋研究

東方学

宗学研究

245

203

2210

10

10

443

2210

3

5

53

3

3

3

15-41

16-1。24,7

811

333

駒沢大学仏教 学部論集2210

醸衷仏教信仰一雲門文灘 の事 印度学仏教学研究
禅学研究

宗学研究

水上勉 ・李建華訳 済公伝(1～4)

柳 田 聖 山 訓 注 「祖 堂集」(8～11)

立正史学

40-112

692

333

69

愛知学院大学禅研究所203
紀要

禅文化

禅文化

禅文化

1,4139～142
7,10

1,4139～142
7,10

1,4139～142
7,10
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柳 田 征 司 臨済系碧巌録抄の諸本について 饗髄糞奪欝 鋸24-・9

〔朝鮮〕

韓 京 法 鏡照繍 禅師の生鰍 びロ鵬 土 奇輩毒学綜合仏教研究 ・33

〔日本〕

子

則

悟

己

憲

康

嘉

克

秀

宗

藤

藤

藤

藤

秋

安

伊

伊

伊

憲

展

展

秀

大

大

藤

塚

塚

伊

飯

飯

石 井 清 純

石 井 清 純

石 井 清 純

石 川 力 山

石 川 力 山

石 島 尚 雄

石 島 尚 雄

泉 澄 一

今 泉 淑 夫

岩 町 功

宇 野 日 出 生

上 島 有

心越禅師が種 を蒔 いた友誼 を代 々

伝 える

鶴見総持寺か ら川崎大師平間寺

対馬以酊庵 に赴い た相国寺派輪番
僧 について

『天童小参抄』 につい て

快岩智徹 と美濃

品川東海寺 の塔頭

『正法眼蔵聞書抄』 口語訳 の試み
一仏性⑪一

『正法眼蔵聞書抄』 口語訳 の試 み
一諸悪莫作(1)一

春浦宗熈 と実伝宗真 につい て

養 曳宗願 と春浦宗 熈一比丘尼五山
との関係 を中心 に一

道元撰新草十二巻本 『正法眼蔵』
の性格 について 一『永平広録』上
堂 を手掛 り

乾 坤院本 「洗面」 と洞雲寺本 「洗
面」 について⇔

十二巻本 『正法眼蔵』本文 の成立
時期 について

中世曹洞宗切紙 の分類試論⑰一参

話(宗 旨 ・公案 ・口訣)関 係 を中
心 として㈲一

中世曹 洞宗切紙 の分類試論⑱一参
話(宗 旨 ・公案 ・口訣)関 係 を中
心 として0う一

続 正法 眼蔵 の奥書 に関す る一考察
一 特に 「八大人覚」 をめ ぐって一

『正法 眼蔵 聞書抄』 に関する一考

察一特 に 「ナム ト云 フ」 をめ ぐっ
て一

対 馬以酊庵第二世規伯玄方 の南禅
寺 をめ ぐる行実 について

桃源瑞仙年譜考⑤

明治の雪舟 会

大 中院文書 について

天龍寺 の朱 印状 と公帖

足立史談会 だよ り42

足立史談会だ よ り45

立命館文学521

宗学研究33

美文会報273

品川歴史館紀要6

綴 大学仏教学綱 究49

駒沢大学仏教学部論集22

宗学研究33

印度学仏教学研究39-2

9
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松ケ岡文庫研究年報53

綴 大学仏教学細 究493

駒沢大学仏教学部論集221σ

籍餐大学仏教学部研究493

駒沢大学仏教学部論集2210

曹洞宗研究 員研究紀要221(〉

印度学仏教学研究40-112

日本文化史論集

東京大学史料編纂所研
究紀要

郷土石見

京都市歴史資料館紀要
摂大学術(人 文科学 ・
社会科学)
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薫

昭

善

子

夫

俊

俊

幸

雄

弘

弘

弘

風

風

風

浩

廣

正

智

哲

正

正

英

英

和

和

和

高

高

高

内

田

田

藤

崎

河

谷

藤

藤

木

子

子

子

口

口

口

内

梅

遠

尾

大

大

加

加

貝

蔭

金

金

金

川

川

川

登添

二昭添

川

川

道孝村河

人

人

英

英

本

本

熊

熊

子

道

道

子

成

孝

孝

孝

一

俊

俊

朋

悦

秀

秀

秀

木

木

木

藤

々

々

々

藤

藤

藤

藤

近

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

晃俊藤佐

建長寺蔵河村瑞賢関係史料 にっい
て

万里集九 と梅花無尽蔵

輪住寺院 にお ける住持任命方法 に
ついて

卍 山道 白年譜

建長寺僧籍帳㈲⑳

『永平広録』考一『卍山本永平広
録』 をめ ぐりて一

近世禅林 の美術

伊藤若沖 と曾我薫白 をめ ぐる禅僧

室町戦国期 における東福寺 の所領
支配 とその変化一周防国得地保 の
場合一
一休宗純 の詩観 ・詩風

『修証義』 に関 する一視点

『修証義』成立 の一考察(そ の一)

『修証義』成立 の一考察(そ の二)

近代曹洞宗研究 にお けるタブーの
取 り扱い につい て

昭和期曹洞宗 にお ける鈴木天山禅
師 の位置

諦忍律師 と俊鳳妙瑞 との論争㈲

巣鴨 とげぬ き地蔵(万 頂 山高岩寺)
の変容 と発展

博多禅 について

新出資料 ・真字 『正法眼蔵』 の翻
刻 ・紹介⇔一永昌院本 と松 源院本
について

『修証義』成立の周辺

栗山泰音著 『僧侶 家族論』につい
て

覚園寺か ら瑞泉寺へ一古都 の晩秋
をめ ぐる一

証真の禅宗批判

『漢光類聚』 の成立 をめ ぐる覚書

五山文学の発展

三河地域 にお ける曹洞宗の展開1

仏樹房 明全伝の考察 曜

仏樹房明全について

宗可伝 とその入元の軌跡一永平義
雲の使者 と しての南谷庵拝登一

曹洞宗教団史 にお ける参同契 ・宝

鏡三昧

鎌倉

美文会報

宗学研究

曹洞宗宗学研究所紀要

鎌倉

印度学仏教学研究

禅文化

花園大学研究紀要

鷹陵史学

相愛大学研究論集

宗学研究

47

651

2789

333

43

65・661,6

40-112

曹洞宗宗学研究所紀要

曹洞宗研究員研究紀要

宗学研究

愛知学院大学教養部
紀要
愛知学院大学禅研究所紀要

国立歴史民俗博物館研究報告

博多禅一日本禅文化の発生
と展開

駒沢大学禅研究所年報2

宗学研究33

曹洞宗宗学研究所紀要4

郷土つるみ27

宗学研究33

曹洞宗宗学研究所紀要4

国文学解釈と鑑賞56-3

宗学研究33

縷 大学仏教学鰯 究49
宗学研究33

'曹洞宗研究員研 究紀要22

印度学仏教 学研 究39-2
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史昌藤佐

一憲部志

清 水 俊 明

白 水 智

鈴 木 祐 孝

関 口 道 潤

之

男

也

夫

丈

信

治

嘉

将

堅

熊

橋

松

木

内

田

高

高

高

竹

竹 内 道 雄

千 坂 嵯 峰・

道

郎

信

信

隆

美

介

一

敬

天

三

昭

譲

祥

志

良

良

賢

治

亮

信

善

常

洋

憲

古

川

世

島

尾

尾

尾

田

織

口

口

冨

谷

谷

中

中

中

中

西

西

錦

沼

野

納

長

袴

林

郎

雄

寛

一

区

仁

有

田

田

原

東

平

宗門葬祭 儀礼の変遷⇔一 在家葬法
を中心 として一

独奄玄光批判 について一 卍山系統
及 び天桂 の独篭 批判一

京都東山,東 福寺,深 草石峰寺 の
石造美術

徳禅寺襖裏文書中の名 田荘関係史
料 について

天桂伝尊の研究

道元禅師二十五条衣 に就い て一 日
本曹洞宗初期教団 における法衣 の

研究一

良寛和 尚小伝一 その生涯 と禅 と芸術
一

至道無難 の生涯 と教説

大雄 山最乗寺余話一万感胸 に迫 る
慧春尼 の火定一

虎漢山永保 寺霊 庇廟

曹洞 宗展開の一考 察一北 畠氏 と太
源派 を中心 として一

近代曹洞宗教 団の形成(1)一明治維
新の宗制改革をめ ぐる試練一

五 山文学 の精華一 中岩 円月の『易』

詩一

道元禅師 と藤原基房 との関係
一『明月記』の資料 を通 して一

道元十二巻本 『正法眼蔵』試論

寒厳i義ヲ■について

中世後期 にお ける曹洞宗 と臨済宗

金剛橦下竺仙梵倦 の渡来

日本禅宗史 のひ とこま一達磨宗 の
三宝寺 につい て

小城黄藁宗星巌寺 の創建

龍派禅珠 の出自につい て

博 多の禅僧 栄西 ・円爾 ・紹 明

金沢文庫蔵聖教 日録 について

良寛詩異説

「仏性」巻撰述事情考

黒衣の僧について一 鎌倉 ・南北朝
期 における遁世 の一面一

下 田明暗寺(隠 密寺)の 虚無僧 に
ついて

天福本普勧坐禅儀 につい て

可翁 良全 と九 州禅林

教化研 修343

駒沢大学仏教学部論集2210

野ほ とけ

福井県史研究

宗学研究

宗学研究

武蔵野女子大学紀要

育英短期大学研究紀要

杉並郷土史会会報

美文会報

印度学仏教学研究

25212
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333
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人間文化(愛 知学院大)69

聖和

宗学研究

禅文化研究所紀要

宗学研究

花園大学研究紀要

禅学研究

歴史懇談
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6

驚 顯 裳文学部紀要23
埼玉史談38-3
博多禅一日本禅文化の
発生と展開
鶴見大学紀要(人 文 ・
社会 ・自然科学篇)
早稲田大学人文自然科
学
宗学研究
日本中世政治社会の研
究

分水町郷土史

宗学研究
博多禅一日本禅文化の
発生と展開
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瀬

瀬

田
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深

古

道

道

雄

平

俊

俊

敏

心

井

岡

星

星

松

松

三 宅 和 子

矢 沢 敏 子

矢 内 一 磨

吉 田 道 興

リチ ャ ー ド
・ジ ヤ フ イー

冒ノミー ト・エ イ トケ ン

重 松 宗 育 訳

『修証義』 と 『正法 義』をめ ぐっ
て

新 聖典編集 と曹洞 宗

明治期 曹洞宗の宗教運動

古渓 禅師試 頒及 び以呂波囮をめ ぐ
って

『八代人覚』奥書 につい て一一百
八法明門』と関連して
秘本 『仏道』について

黄壁から木幡の古社寺を訪ねて

足利義持と観音繊法そして朝長

宝亀山長寿禅寺略記 ・長寿寺殿伝
記
相州鎌倉巨福山建長禅寺禅居庵護
国摩利支尊天霊像記
臨済宗一休派の祖師会法会につい
ての一考察(2)一百回忌大法会をめ
ぐって一
道元禅師の菩薩戒重受について

鴻雪爪と肉食妻帯問題

宗学研究

教化研修

印度学仏教学研究

禅学研究

333

343

39-23

692

駒沢大学大学院仏教学24
研究会年報
曹洞宗研究員研究紀要22

史述と美術616

蒙藏鐸智雛25
鎌倉66

鎌倉

文化史学

宗学研究

宗学研究

禅 の こころ 芭蕉 の こころ(4～7)禅 文化

5

10

7

3

5

665

4711

333

333

1,4139～142
7,10

二

人

価

英

巴

勧

澤

崎

〔

赤

岩

大 熊 久 子

大 島 吉 郎

岡 佳 子

菜

晟

夫

里

若

秀

万

井

村

羽

塚

亀

木

黒

毛

後 藤 玉 樹

斎 藤 知 正

斉 藤 由 美 子

猿 田 知 之

田 島 統 堂

室 町時代の絵 師土蔵試論

仏頂面一統和 尚の書 と絵

辞林枝葉 と聚分韻略 ・大広益玉篇
一辞林枝葉 の編纂補綴資料 に就い

て

喝に関する若干 の問題(3)一清代 に
おけ る資料 を中心 に

隔(冥)記 にみ る唐物屋 たち一近
世初頭 の陶磁器流通一

大仙 院方丈室 中山水 図襖絵 につい
て

聚分韻略 の漢文注 の典拠(1)

河 口慧海か らヤ ソグハズ・ミソ ドへ

室 町殿 の御袈裟下賜 と針工 の成立
一蔭 涼軒 日録 を中心 に一

瑞龍寺禅堂(特 集 最近 の文化財
修理)

牛欄寮規考一江渡独嶺 の教育観一

沙石集 の国語学的諸 問題(3)

五 山僧 における漢語受容 の一面
一殺 を後置 する語群 を中心 に一

正 法眼蔵の サ変 動 詞 一 そ の用 例

⑯一

国華1148

禅文化141

要薙 罫大学繧(人42

大東文化大学語学教育8
研究論叢

史窃

7

7

3

483

美術 史129

駒 沢国文28

日本文化(拓 殖大学)10

人文学会雑誌(武 蔵
大)

仏教芸術19

仏教経済研究20

国語 国文(梅 花短大)4
シオン短期大学研究紀

要

東海学園 国語 国文

2

2

3

23-111

3

5

7

3112

393
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高 橋 範 子

戸 田 禎 佑

中 丸 茂 ・他

男

昭

昭

博

漢

頼

憲

村

室

谷

野

中

葉

袴

前

樹好尾松

光国部溝

還俗僧万里集九周辺の画事につい
てe)一 画人如寄 と雪舟一

毛倫筆 牧 牛図

禅 に関す る心理学的研究 の諸問題
一試論一
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雅文井福

山内舜雄著 『正法眼蔵聞書抄の研
究』

田中良昭 ・沖本 克己訳 『大乗仏典
敦燵 皿』

竹貫元勝 『日本禅宗史』

柳 田聖 山著 『沙 門良寛』

田上太秀 『菩提心 の研究』

村本詔 司訳 『ユソ グ ・コレクシ ョ
ン3心 理学 と宗教』

林信 明訳 『ポール ・ドミュエヴ ィ
ル禅学論集』
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印度哲学仏教学
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